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湖鉄饂躙麗識識鰊

ワークショップには、主に実際に水環境保全活動をしている方

長が、20人 ほど集まりました。

6班に分かれて、水生生物に注目して 「守りたい水環境はどこ

か?」、ということで、 「今」と 「昔」について地図に、各班

で記入して発表しました。

昔は、松原内湖や身近な小川にギギなどがいたことの発表があ

り、夢のお魚マップが描かれました。(水野敏明氏より)
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普段は捨てているものが、簡単に手作りで再利用できておもしろい。
初めてウすギとすマズにさわった。意外と柔らかいので驚いた。
自転車タクシーが実際に街中を走ると問いて、環境に気をつかつている街だと感心した。
初めての体験ばかりですごく楽しかった。
環境を考えるには良い体験だと思います。
粉展のガラスをうまく利用して、きれいなガラス細工ができることがわかって良かつた。
あまリリサイクルには関由がなかつたが、これから気をつけたいと思う。
主婦の目から見て、とても楽しい企画でした。
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地域の取り組み
～彦根プレTパ ークの会編～
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環境のことを考えるとき、子どもたちの未来を考えることも不可欠です。そして、今、子どもたちの

教育環境をめぐり、さまざまな問題が起こっています。いじめや学力低下、体力の低下などなど、多種

多様の課題があります。
そこで今回は、地元に残っている自然を活用し冒険を通して、子どもたちを育む取り組みについて伺
いました。

■プ レーバーク始めました

狭い路地から急な坂をあがる

と、山と竹薮に囲まれた広場に

出ます。ここは、彦根市野田山

町にある 「彦根プレーパーク(

冒険遊び場)」です。彦根市に

住む親子と地域の方と滋賀県立

大学のボランティアサークル 「

ひなた」の学生さんとその卒業

生が協力し合い、月に1～2回

開催しています。

2000年 の夏、彦根子育てネ

ットワークの育児サークルの代

表者や子育て支援者に 「ひろが

れ冒険遊び場」のビデオを紹介

し、 「冒険遊び場を作りたいが

土地がない 。・・」と声をかけ

ました。すると、その場で、子

育て支援者の一人から 「1万 平

方メー トルの土地を提供します

」と思いもかけない申し出があ

り、一緒に始めることになりま

した。な<て はならない、 トイ

レ、炊事場、電源は、隣接して

いるお寺の施設をお借りするこ

とができました。そして、直後

には、多賀倉」世塾第8期生サン

サンズの皆さんに、ボランティ

アでりつばな倉庫まで建ててい

ただきました。実は、そのメン

バーの中に、当時の彦根子育て

ネットワークの代表者がいて声

をかけて<れ 、とんとん拍子に

スタートしたのです。

■冒険遊び場つて ?

冒険遊び場は、子どもがのび

のびと、思いつきり遊べるよう

に、禁止事項をな<し 、 「自分

の責任で自由に遊6 」ヾをモット

ーに、子どもが遊び場にある道

工具や廃材、自然の素材を使つ

て、自分のやりたいことを実現

してい<遊 び場です。現在、全

国で210を 超える団体があり

ますが、滋賀県ではまだ数える

程です。なかでも、彦根プレー

パークは、お父さんやお母さん

が自主的に運営にかかわってい

ます。そして、地域のおじさん

たちも、子どもと一緒に追いか

けつこをしたり、人の番をした

り、革刈など大変な作業もして

いただき、感謝の気持ちで一杯

です。また、学生さんたちは、

「プレーリーダー」として、大

変重要な役割を担い、子どもた

ちからも大人気です。 「プレー

リーダー」は、子どもの遊び心

をさまざまな角度から刺激しま

す。決して遊びの指導者ではな

いのです。
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■プレーバークの様子

さて、山の頂上への探検は、

ロッククライミングのような急

な崖コース、□―プをたどって

いける崖コース、竹薮からつな

がる山道コース、そしておさる

さんも通る?道 なき道がありま

す。ススキの葉をつかめば、手

が切れます。一旦上ると、そう

簡単には引き返せません。4段

の崖を上りきっても、腰を低<

して本にぶつかりながら、よう

や<頂 上にたどりつ<の です。

ある2歳の男の子は、いつも

下からみんなが上る姿をじつと

見ていました。そして、 「よし

上るぞ」と決心をした1年後、

お父さんと一緒に上っていきま

した。親は、思わず、 「危ない

からやめとき」 「○○ちゃんが

上らったで !あんたも、はよ～

のぼり～な !!」 と言つてしま

いがちです。しかし、それをぐ

つと飲み込んで、じっと見守り

ながら、子どもの意思を尊重す

る姿勢を大事にしています。

今年は子どもたちも一緒に頂

上まで木を運び、本の枝に□―

プを張つて作つたブランコや秘

密基地が完成しました。家で、

基地の設計図を描いていた子ど

ももいました。

また、プレーパークでは、決

められた場所で火も使います。

ここでは、岩で囲んだ大きなカ

マド、七輪、五升釜、半ドラム

があります。カマドの中では、

焼き芋、ウインナーやマシュマ

□をあ6やつて食べたり、廃材や

竹やダンボールをただ燃やすだ

けでも遊びになります。ちょっ

としたやけども経験しながら、

子どもたちは 「火」を肌で感じ

てい<の です。

■冒険しましょう

プレーパークは、子どもだけ

でな<、 実は大人も楽しんでい

ます。豊かな自然に囲まれ、お

いしいスープをいただき、人と

人が繋がっていきます。準備や

後片付け、作業もあり大変です

が、言葉で言い尽<せ ない素0青

らしいものがあります。

すでに、高校生になつてしま

つた私の長女も、プレーパーク

で遊んだ日を振り返り、こんな

ことを書いて<れ ました。 『竹

薮の中に潜んで、ただひたすら

遊び、時がたつのを忘れ、 「生

きている」という感覚を感じて

いた。あの頃には、どうしても

しな<て はならないことがある。

それは、人間を形作つてい<

ための、大切な自分探しであつ

た』と。

(文 :中野 啓子代表)

子どもたちは野外での遊びを通して、体力をつけ、楽し

み方を学び、ひととの付き含いかたを学び、ケガをしな

い方法を学び、自然について学んでいきます。

今の時代に合った、子どもたちの遊び場、遊ぶ機会の確

保をすることが地i或の大人の役害」なのだと感じました。

冒険遊び場についてもつと知りたい人は…

特定非営利法人

日本冒険遊び場づ<り 協会

http://hA/Wh/V.10a―japan.org/asobiba/
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樹木を育てることは
命を育てること
私が若業小学校 (彦根市)に かかわるようになつ

て早いもので8年 になります。当時の校長先生に

より、 「当校には多<の 樹木があるので、何か子

どもたちに本に関する話をしてほしい」と依頼が

あつたことから始まりました。

それはまさに総合学習が始まろうとしていた時期

でもあったのです。そこで先生方と共に総合学習

に若業の森の木を取り上|ずることになりました。

そこで先生方と相談しながら、教室から飛び出し

て現場で実際に樹木に接しながら学習できるよう

な副読本 「樹と反達になるレッスン10」 を作り、

校庭内の300本 の木に名札を子どもたちと共に取

り付け、樹木の名を知ることから始めました。身

近な植物の名を知ることで、その植物に親しみを

感じ、植物にかかわる色々な生き物たちの暮らし

方や自然の仕組みがわかるようになるからです。

それから毎年4年 生になると、 「わたしの樹フレ

ンド隊」の隊員となり、校庭や荒神山などで植物

(樹木)の 勉強をしてきました。

大切なことを楽しく

約4年 前に、環境問題を解決するために環境教育

をおこなう 「環境学び舎わのたね」という団体を

つ<り ました。環境のことを考えて生活を送る人

が少しでも増えることを目指して活動を行なつて

います。

はじめは、何も無い状態からのスタートでした。

少しずつつながりをつ<っ たり、主催事業などを

行なって名前を知ってもらったりと、地道に活動

を続けてきました。今では、講師の依頼も少しは

いただけるようになつてきています。

はじめた頃はなにもかもが新鮮で、楽し<活 動を

していました。しかし、だんだんと仕事が増える

と、面倒に感じたり、やらなきゃいけないと感じ

ることもあります。活動を続けるためには、楽し

<、 活気に満ちていることが重要だと思います。

生物環境ア ドバイザー

樹医 渡邊輝世 氏

さらに今年は、県の森林保全課でどんぐり小学校

の募集がありましたので、応募しましたら選ばれ

ましたので、10月 から全校をあげどんぐりを育て

ることとなりました。

これはまさに私の信念である 「樹木を育てること

は命を育てること」を通じて、自分の心の内にも

命の大切さ、尊さ、優しさを育てることができる

と信じ、子どもたちと共にどんぐりを育てており

ます。これからも子どもたちと共に勉強したいと

思います。

環境学び舎わのたね

三井直美 氏
(環境フォーラム湖東 運営委員)

活動をして<た めに、挑戦を続けています。

環境フォーラム湖東は今年が3年 目になります。

私は今年から運営委員として関わらせていただい

ています。よりよい団体として継続してい<た め

には、新しいことへの挑戦も必要になつて<る と

思います。これからの環境フォーラム湖東がよ<

なつてい<よ うに、みんなで楽し<活 気ある運営

をしていけるように、私にできることを精一杯行

なつて行きたいと思つています。

そこで、メールマガジンの発行などの新しい試み  環境学び舎わのたね



彦根市0リサイクルステーション『夢畑』
リサイクルステーション 『夢畑』活動内容

「要 らない人か ら要る人へ」再利用の橋渡 し。

具体的には次の諸活動を推進 しています。

①エコマーケッ ト (フリーマーケット)

月 1回 定期開催

種々のイベン トに協賛開催も行います。

②生ゴミの堆肥化

県のモデル機の運転管理

リサイクルステーション (店)周 辺の一般家庭

の生ゴミを処理 し、堆肥は肥料として希望者に

分譲 しています。

③古紙回収

リサイクルステーション (店)で は、常時古紙
(新聞、雑誌、段ボール、その他)の 受入を行

つています。

④不用品の再利用仲介

古着、日用品等の受入 ・提供を行つています。

リサイクルステーシ ョン (店)

平成 10年 グループ結成当時のメンバー

1回 はミーティング 雪の季節は松下電工体育館をお借 りします

エコマーケットのホームグランドは大手前公園です



研修交流事業

のぞいてみよう身近な自然、まわりの環境
～親子でしめ縄作 りに挑戦 !～

日時 :2006年 12月 9日 (土)
13時から17時まで

場所 :荒神山少年自然の家
共催 :環境フォーラム湖東

彦根市PTA連絡協議会

彦根プレーバー

クの会 代表

中野啓子氏の講

演のあと、しめ

縄づ<り 教室を

行います。

■ 新規会員募集中           :■ 会員の皆さんへ             :

環境フォーラム湖東では新規会員を募集して
います。

すでに環境に関する活動をされている方や、
ちょつと勉強してみたいという方、企業 ・市民

団体のみなさんまで、どなたでも参加していた
だけます。

まずはお気軽に、下記事務局までご連絡<だ
さい。環境フォーラム湖東に関する詳しい情報
をご連絡いたします。

環境フォーラム湖東ではみなさんからの情報をお

待ちしております。

イベント情報や普段の活動の様子などを情報交流

誌 「エコトピア」または、 「フォーラム通信」、ホ
ームページに掲載いたしますので、 「他の人にも伝
えたい」という情報がございましたら、下記事務局
までご連絡<だ さい。

i■広告掲載を希望される方へ              鶴
,ど

1  本誌に広告を掲載して<だ さる方を募集しております。

:  詳し<は 下記 事務局までお間合せ<だ さい。ヨ  UT V｀ い :口 U〒 切 ′L」Jぃ 、 o O ILJJ□ 嘔 ヽ ′じ CVi。
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環境フォー与ごヽ湖兼 事務局

■ 〒522-0071

■ 彦根市元町4-1 湖東地域振興局環境課内
■ TEL 0749-27-2255

■ FAX 0749-27-1688

■ URL http://www15.ocn.ne.」p/～foramkOt/

■ E―mall dc430pref.shiga.lg.」p

湖東地上或環境シンポジウムに参加して<だ さった
皆さんありがとうございました。楽しみながら少
しでも環境のことを考えるきっかけをつ<る 。そ
んな活動が重要ですね。 (山田)

■ 発行   環境フォーラム湖東

■ 編集責任 環境フォーラム湖東広報部会

■ 平成18年12月発行

想い出や感動はいつでもコレクション

KINTO&Co.

鰐 感 久

マ

配

鰤
職

権

魏
蔚

嚇一環境 す一

アスペスト測定分析業
艤 厚生労働大羹水質検査麓録機関
麗 環境大霊土壌汚染指定轟査機襲

宮町2688-1  画薦璃諄菫誼聴瞑
FAX 0749 26 0262   震 作業環境測定機関

URL htp//― natsuharacojp
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